
差引 -32,584,532

27,815,000

計 39,940,000

自主事業経費

差引 -32,773,962

平成30年度　指定管理者モニタリング結果及び評価表 

１　施設の概要

　施設名称 アルプス公園・松本市アルプスドリームコースター
所管課

TEL
公園緑地課
内線３２７３

　所在地 松本市大字蟻ヶ崎２４５５番１１ 設置年月
アルプス公園　昭和49年3月
ﾄﾞﾘｰﾑｺｰｽﾀｰ　昭和62年4月

　施設設置目的
　自然を活かし、子供から高齢者まで多くの人々が親しむ場として、市民の福祉増進と余暇活動の
向上に寄与する。

　施設概要・設備
１　アルプス公園　　　　　全体面積：７１．１ｈａ　　施設：休憩所、古民家体験学習施設、広場、遊具等
２　ドリームコースター　　全体延長：９９５ｍ（滑降６３０ｍ、登坂３６５ｍ）　　施設：管理棟、レール
　　　　　　　　　　　　　　登坂装置等

　指定管理者名（選定方式） ＴＯＹ　ＢＯＸ　（公募）

　指定期間 平成２９年４月１日～令和４年３月３１日（５カ年）

公園年間利用者

　指定管理者の
　主な業務

１　アルプス公園　　　　　　施設及び設備の維持管理、自主事業の企画及び実施
２　ドリームコースター　　　利用の案内及び安全管理、利用の許可、施設及び設備の維持管理、
　　　　　　　　　　　　　　　利用料金の徴収、自主事業の企画及び実施

　利用料金制の導入 　あり　　利用料金制委託料併用方式

　施設の利用状況

利用区分等

ドリームコースター利用料

（特記事項）

7,166,038

39,940,000人件費 33,050,138

計62,475,937

5,173,737

維持管理費

指定管理料 公園占用料

指定管理者収支（平成30年度）

一般管理費 30,701,000 事業費

39,940,000

項目 金額

18,576,000 ｺｰｽﾀｰ利用料

39,940,000

4,053,694

支出
（歳出）

18,096,310

計 58,516,000 計

事務費 16,691,425

収入
（歳入）

コースター利用料

項目 金額

指定管理料

【内訳】

平成29年度決算

金額 項目 金額

計 7,355,468

指定管理料

【内訳】

39,940,000

・業務委託費 ・修繕費

平成30年度決算年度計画額 収支実績額

公園使用料

公園占用料

雑収入 385,933

計 39,940,000

（特記事項）

事業収支
（単位：円）

損益 0 4,712,161

計 58,516,000 計 57,763,776

2,848,476

対前年比（％）

103.2%97.4%

対目標比（％）利用目標

18,576,000円

無料施設のため予測不可

利用実績

18,096,310円

・光熱水費　・消耗品費

・通信運搬費　・使用料

・使用料　・需用費

・公課費

585,660

6,580,378

項目

664,690

指定管理料

自主事業収入

市の収支

公園使用料 6,690,778



2　市（所管課）による評価
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6
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23

点 24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

点 40

市民の平等利用

3

3事業の内容や施設の有効利用に創意工夫がされているか。

年間の事業量が適切に実行されているか。

正当な理由なく一部の市民に利用制限や優遇が行われていないか。

事業計画書どおり、収入が確保できたか。（無料施設では、利用者を確保できたか） コースターの利用料金収入が計画を下回ったが、全体として収入が確保できた。

地域の住民や団体等との連携に積極的に取り組んでいるか。

B
B

施錠、警備体制等は適切であるか。

障害者、子ども、高齢者等の利用に配慮した管理がなされているか。

引き渡した備品等に過不足はないか。

引き渡した備品等はその機能が失われていないか。

2

1

B

職員研修・人材育成

2

B

B
B

B

評　価　項　目

3

利用者アンケートが適切に実施されており、苦情や要望、意見等に適切に対応しているか。

セルフモニタリングが適切に行われているか。

省エネ等環境負荷の軽減や周辺環境に配慮するとともに、廃棄物は適切に処理されているか。

3

3

2

職員が業務上知り得た秘密について漏洩防止対策を講じているか。

業務について処理・対応が適切に行われているか。

2

2

4

支出総額は事業計画書の範囲内であるか。

利用者サービスの向上に努めているか。

1

2

2

2

管理区域、業務範囲について漏れなく的確に把握されているか。

公共の仕事という倫理性や法令遵守について認識し、対応しているか。

2

1

2

市の方針、施設の設置目的、業務等を的確に理解した管理はされているか。

市が示す施設運営方針や管理の基準等に適合しているか。

会計処理の基準等に基づき、適正に事務処理が行われているか。

安全対策は明確で、職員の教育・訓練の実施はされているか。

2市や関係団体等と緊密に連携し、責任を持って事業に取り組んでいるか。

現場責任者、有資格者の配置、指揮系統や責任権限は適切であるか。

経理帳簿や台帳等を整備し、情報公開や監査請求に適切に対処できるか。

必要に応じパソコン等ＩＴ機器を活用できるか。

職員体制や配置人員は適切であるか。

2

2

B

3

1

B個人情報保護

B
B

B
B

事業計画書どおりの経費節減や業務効率化が実行されているか。

1

2

3

2

3

2

3

B

50

3

A
B
B

3

A

B
B
B

利用者サービス

障害者等への配慮

施設の利用促進に努めているか。利用の促進

秘密の保護

業務内容

2
24項目

施設や附属設備の保守点検作業は、必要な基準や仕様を満たしているか。

業務報告や事業報告が適切に作成されているか。

2

利用者の安全確保に関する研修を実施し、職員が内容を熟知しているか。

避難経路が確保されており、避難時に支障をきたす障害物はないか。

適切な組織・体制

個人情報等の具体的管理方法（書類・電子データ等）においてセキュリティ対策を講じているか。

経理及び
事務処理等

安全管理

緊急時対応
事故や災害時等緊急時の連絡体制が十分に整備されているか。

3

専用の会計帳簿により適切に利用料金の収受、管理経費の収支をスタッフ３名で管理しており、問題は見られない。

B

B

労働関係法令等を遵守した労務管理規程等を整備し、業務従事者の適正な労働条件を確保しているか。

職員研修計画や業務指導に関し、適切に実施されているか。

B

B
B
B

B

事業内容に偏りがあり、利用者が限られることはないか。

2 B

安全確保に関する研修が計画的に実施がされ、マニュアルの再整備をし、従事者への教育が徹底されている。

関係機関への連絡及び事故状況の把握、記録、市への連絡と報告書の作成まで、一連で緊急連絡網が作成されており、問題はない。

勤務表及び日報で確認したところ、人員配置、シフト体制、勤務時間ともに問題なく、管理運営上は適切である。

管理運営方針、管理運営業務の内容及び管理基準に適合した事業計画どおり実施されており、問題は見られない。

大項目

適切な管理運営

団体の概要

管
理
能
力

B

B
B
B
B

2

中項目

団体の経営状況は良好か。

当該施設管理運営をサポート・バックアップする体制はあるか。

配点

2

公平な利用許可、法令を遵守した管理、個人情報の保護等に留意した適切な対応がされており、問題は見られない。

報告書類も適切に作成され、緊急時の連絡等も密に行われるなど、責任を持って管理運営に携わっている。

B

施設管理のマニュアルに基づき、施設の施錠については徹底が図られており、問題はない。

公平性が確保されており、アンケートからも問題は見られない。

評価

C

所長、副所長、管理スタッフは、施設の管理運営、維持管理作業の経験者であり、指揮系統、責任権限も明確になっている。

勤務表で確認したところ、業務従事者の適正な労働条件は確保されている。

事業計画に基づき、接遇接客研修、安全講習を計画的に行っており、アンケート調査での市民からの意見は良好である。

設置目的、管理運営業務を的確に理解した事業計画となっており、適切に計画が履行されている。

経理担当が本施設専用の会計帳簿により、経理の管理をしており、情報公開、監査請求に対処できる内容となっている。

本施設のＨＰを立ち上げるなど、積極的に施設の情報提供などに活用している。

施設、備品について日常点検、整備業務の内容が日報管理されており、管理基準を満たしている。

実績報告書及び事業報告も適切に作成され、期限までに提出されており、問題はない。

遊具で事故が発生し、初期対応に問題があったため、点検管理の徹底、接遇研修を実施し、改善を図った。

多彩な自主事業が実施され、対象年齢が幅広く、利用者も限定されていない。

高いレベルで実施されており、高く評価できる。

 　指定管理者の事業計画書(提案書）の内容に基づいて、その水準が達成されているかを市が点検・評価するものです。

Ａ

評価の手段は、実績報告書（毎月）及び事業報告書（年度終了時）の点検並びに立入検査（随時）等によるものです。

（０．５）

　　　　　　　　　　　評　　　価　　　の　　　基　　　準
（１．０）

Ｂ
Ｃ

（０．７） 小計事業計画書（提案書）どおり適切に実施されており、問題は見られない。
事業計画書（提案書）どおり概ね実施されていたが、一部に不適切な部分が確認され、改善に向け対応中または対応済みである。

Ｄ 不適切な部分が確認されたので、改善を指示したが、未対応または改善の見込みがなく、指定管理者の取り消しを含め検討する必要がある。（０．０）

B

64.5

４社で共同企業体を構成しており、いずれの決算報告書からも経営状況に問題となる点は見当たらない。

それぞれ異業種の企業集団で構成されており、運営体制も連携がとられている。

備品貸出簿が整備されており、備品等の過不足はなく、問題はない。

定期的に点検が実施されている。また、必要に応じ修繕等を実施しており、備品の性能が確保されている。

広告宣伝、企画運営、ＨＰの作成、により広く情報を提供し、施設の利用促進に関し高く評価できる。

飲食の移動販売、夏休み期間の各種イベント等、利用者サービスを目的とした自主事業や企画が多く実施され、高く評価できる。

利用者の利便性を図るために、営業時間や休場日を変更するなど、効率のよい運営に努めている。

利用者ニーズに対応した営業時間の設定等の工夫が見られ、事業計画書に基づき適切に事業が実施されており、問題はない。

構成企業がそれぞれの専門的技術（土木、電気、建物管理等）を活かし、自らが施設修繕等を実施することで、経費の縮減を図っている。

事業計画書に基づき適切に行われており、特にコースター運行上の安全対策では、独自の取り組みが行われ、高く評価できる。

日常の巡回、清掃等が適切に行われており、管理区域、業務範囲について的確に把握されており、問題はない。

評価の根拠

屋外施設のため避難経路を確保する必要はないが、施設内は整然と管理され避難時の支障はない。

個人情報保護方針を文書化し、適用対象者にＨＰ等により周知している。

個人情報保護と同様の扱いとし、業務従事者への教育が徹底されている。

事業計画書どおりの事業を実施しており、問題となる点は見当たらない。

協力団体と連携を取りながら奉仕活動を実施したが、地域活動等の情報収集が乏しく、周辺施設との連携はあまりされていなかった。

苦情対応は迅速に行われた。利用者ニーズを把握するためにアンケート調査を３回実施し、業務改善を図っている。

報告から適切にセルフモニタリングが行われていることが確認でき、問題はない。

ゴミの分別を徹底しており、節電等の省エネ対策も積極的に取り組んでいる。

事業計画基づき、遇接客研修が行われており、障害者、子ども、高齢者の利用に問題はない。

3

B

B

B

事業報告及び決算
経済性

6

環境への配慮

経費節減・業務効率化

セルフモニタリング

備品等の維持管理

地域との連携

苦情・要望等への対応

施
設
の
運
営

14項目

34　点



３　利用者による評価

４　指定管理者による自己評価

５　市(所管課）による総合評価

今後の目標

             総　合　評　価　　（4段階評価）　の　基　準

Ａ

Ｄ （０．２）

（０．５）

「適正」

10

10

（協定書で指定管理者に実施を義務付けている利用者アンケートの内容）

４月、５月、６月、７月、８月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、３月

アルプス公園来園者

アンケート用紙への回答（287組回答）

別紙のとおり

調査結果

【自主事業を実施している場合の評価】
　移動販売車による飲食の提供を増やしたこと、独自イベントの開催、安全対策のため駐車場への防犯カメ
ラ設置など、利用者へのサービスの拡充は評価できる。今後も利用拡大に期待したい。

【総合的な評価】
　ドリームコースターの利用人数及び収入については、昨年度を上回ったが、夏の猛暑の影響もあり、目標
金額には届かなく、残念な結果となった。
　ドリームコースターの運営は、ヒヤリハットの経験を生かし、運行マニュアルの改善をしたことで、事故を起
こさなかったこと評価できる。
　遊具で事故があって残念だった。日常点検や接遇の向上、事故対応の改善等を行った。

○南入口駐車場、東入口駐車場に防犯カメラを設置し、より安全な公園作りを行った。
○アルプスドリームコースターの上りコースにスピーカーを設置し正しい乗車姿勢を案内するよう
にした。
○ドリームコースター内の草刈り、及び植栽の剪定、柵の設置、つつじの移植を行いコースター
周辺の環境作りを行った。

○ドリームコースターの運営においてはスタッフ社員教育を実施し安全意識の向上を図り、無事故を目指し
ます。
○遊具、施設等の劣化が進んでいるので、点検の強化と早期の修繕に努め、公園緑地課とも協議し施設
の改修を行っていきたい。
○園内でのイベント・情報等をSNSを利用し発信させ利用促進を図りたい。

要望・苦情への
対応状況

平成30年度の
自己評価

A

（１．０）

適　正

別紙のとおり

利用者アンケート

実施時期

調査対象

調査方法

早急な改善対応を検討する必要がある。

配点

Ｂ

Ｃ アンケート調査結果及びセルフモニタリングの内容等、標準を満たしているが、今後改善を必要とするところがある。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等を含め、総合的観点から高く評価できる。

アンケート調査結果、セルフモニタリングの内容等も含め、総合的観点から標準を満たしていると評価できる。

改善すべき点が多く、標準に達しないと判断する。

利用者からの意見
要望・苦情等

（０．7）

判断結果

「要改善」
※「不可」

評価

※「不可」の場合、指定管理者の取り消しの処分を含め

合計点数

74.5

45点以上60点未満
45点未満

点数

判　断　の　基　準
75点以上

60点以上75点未満
「良好」



３　利用者による評価

○アルプス公園をご利用いただいた感想　　　　　

・コースター　満足：51％　やや満足：11％　やや不満：3％　不満：１％

・小鳥と小動物の森　満足：33％　やや満足：20％　やや不満：4％　不満：2％

・山と自然博物館　　満足：24％　やや満足：13％　やや不満：2％　不満：0％

○どなたと？　　家族：74％　友人・知人：16％　グループ：6％　ひとり：１％

○お住まいは？　松本市：44％　安曇野市：12％　塩尻市：3％　山形朝日村：１%　

その他県内：13％　県外：22％

○公園に来たきっかけは？　広々しているから：18％　無料だから：18％　景色がいいから：17％

一日中遊べるから：16％　子供を安心して遊ばせられるから：16％　

家族友人に誘われたから：9％

○ご利用状況？　年に数回：60％　月1～3回：19％　初めて：17％　週1～3回：2％　毎日：2%

○滞在時間は？　１～3時間：63％　４～５時間：20％　５時間以上：9％　１時間以内：8％

○目的は？　子供の遊び場：32％　コースター：21％　動物園：14％　散歩：8％　ﾋﾟｸﾆｯｸ：6％

スポーツ：3％　写真撮影：2％　バーベキュー：2％　山と自然博物館：2％

○動物園にいたらいい動物は？　　カピパラ：22％　カワウソ：20％　シマリス：16％　

リクガメ：15％ヤマネコ：13％　ツル：10％　ロバ：9％　ワラビー：8％　アヒル：7％

ウシ：6％

○どのような動物園がいいですか？　　アルプス公園の自然に溶け込む：28％

より動物と触れ合える距離感の近い：25％　動物本来のあるべき姿が見られる：21％

他の動物園と異なる斬新な：11％

○とても美しい公園で松本から近く楽しめました。

○広くてのんびりできて良かった。

○景色が良く子供達も楽しく遊べたのでとても満足です。

○いつもきれいで楽しませてもらっています。

○売店・販売機がほしい。

○雨の日でも遊べる室内遊具を作ってほしい。

調査結果

利用者からの意見
要望・苦情等

【別紙】

利用者アンケート
実施時期 ４月、５月、６月、７月、８月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、３月
調査対象 アルプス公園来園者
調査方法 アンケート用紙への回答（287組回答）


